






Improvement of Moral Teaching Method in University Teacher Training Course:





































































































































































材　③指導法  の 3 点について整理する。
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指 導 方 法　　　学 習 方 法 回答数
資料や問題から話し合う。
23
（30.7％）
読み物資料を読み、感想を書く。または、
そこから発表する。
9
（12.0％）
読み物資料を読み、登場人物の気持ちを
考える。またはそこから発表する。
6
（8.0％）
目標について話し合う。
1
（1.3％）
いじめについて話し合う。
3
（4.0％）
作文や俳句・手紙を書く。
3
（4.0％）
「資料や問題から話し合う」の回答数が最も多く
見られるが、最上段の回答数の中には、「資料を読
んで授業が終わった」「テレビを見ただけ」「問題が
起きた時に話し合いをした」も含んでいる。「読み
物資料を読み、感想を書く。または、そこから発表
する。」「読み物資料を読み、登場人物の気持ちを考
える。またはそこから発表する。」の項目の回答は、
「指導や学習の流れ」がある程度見られるものであ
るが、「国語の学習のようだった。」「いつも読んで
書くことに決まっていた。」との感想があり、固定
化された工夫の感じられない指導になっていた可能
性がある。また、「問題等何か起きた時に話し合う。」
「大きな行事や出来事と合わせて活動する」等、突
発的に起きた出来事や行事の準備や補充に使い、教
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育課程の中に位置づけられた内容が計画的に指導さ
れていないことが予想される。
これらは、「今後の道徳教育の改善・充実方策に
ついて（報告）」1）に示された指導方法に関わる課
題において、「道徳の授業をどのようにすべきか分
からない。」「読み物資料で道徳的価値をまとめる形
の授業でよいのか。」「読み物を読むというのは国語
の授業との違いがよく分からない。」「子供たちが興
味を持たないが、どうしてよいか分からない。」等
の学校現場の教師からの不安の声と結びつくことが
わかる。
学習指導要領の改訂に伴い、能動的な授業への一
層の「質的改善」が求められている。また、「指導
計画の作成と内容の取扱い」には、「子供の主体的
な学習を促す」、「多様な感じ方や考え方を生かす対
話的（協働的）な議論を一層促す」、「問題解決的、
体験的な学習などのアクティブ＝能動的な深い学び
を促す」、である。
子供が主体的に学習するためにはどうすべきか、
多様な感じ方や考え方を生かす対話的な学習をどう
展開するか、深い学びになるような能動的な学習に
するためには何が必要か、等、大幅に指導方法改善
に向け議論し新しい取組への動きが予想される。
その他の道徳授業に関してのイメージの回答数も
以下に示す。
　学生の感想　　○プラスイメージ
　　　　　　　　△マイナスのイメージ
回答数
○いつも楽しみだった。　
2
（2.7％）
○大切な授業だと思った。　　
2
（2.7％）
○読み物資料を先生が丁寧に読んでくれ
た。
1
（1.3％）
○「あなたならどうする」と問い返しが
あった。
1
（1.3％）
○タイムリーな内容だった。　先生は子
供をよく観察していた。　
3
（4.0％）
○自主的に意見を言えるような雰囲気づ
くりがあった。　
1
（1.3％）
△道徳の授業はあまりなかった。または
とられていない。　
4
（5.3％）
△内容を覚えていない。　
11
（14.7％）
△席替えや係決めをした。　
6
（8.0％）
△ロングホームルーム、体育祭・文化祭
の準備になった。　
4
（5.3％）
△他教科の授業を行った。　
4
（5.3％）
道徳の時間の経験を「大切な授業」等、プラスイ
メージでととらえる回答が少なく、マイナスイメー
ジが多いことがわかり、道徳教育の充実に関する懇
談会　報告の骨子案 6）で指摘された内容と同じ結
果が見られる。また、教師が授業の工夫をしている
状況と、教師が「道徳の時間を他の時間と振り替え
ている」というように、それらの授業の教育的効果
に大きな差があることが明確に見えてきた。
さらに学生からの「道徳には答えがないと思う
が、誰もが自由に発言してよいといいながら、1 つ
の方向にもっていこうとする。」や「道徳授業は自
分の価値観を押し付けるような気がして自分が授業
を行うとしても不安。」という感想があり、教職を
目指し実際に教壇に立つことを想定して不安を表現
している。これは、道徳教育の目標に関わる部分や
目標や内容、指導法との関係性を教師が理解する必
要性を指し示していると考える。
目標の課題として懇談会報告 8）に示された「道
徳教育の目標である「道徳性」養うことと、道徳の
時間の目標である「道徳的実践力（内面的資質）」
の育成との関係が、教師を含む関係者に十分に理解
されていない」がある。
道徳教育の目標から「どのように道徳性を育成す
るか」、「どのような子供の成長を目指すか」学校教
育課程全体の中で道徳教育が機能する必要性を強く
感じる。そして、「自己の生き方を考え，主体的な
判断のもとに行動し，自立した人間として他者とと
もによりよく生きるための基盤となる道徳性を養う
こと」を目標にする道徳教育についての理解を深め
る必要がある。
３．‌小・中学校における道徳教育の指導法
の改善
小・中学校では学習指導要領改訂に伴い、「主体
的・対話的で深い学び」というキーワードが掲げら
れ、そのための指導法の改善が求められている。ま
た、道徳の指導法改善を目指すためには、授業のみ
ならず全教育課程の中で果たす役割や他教科との関
わりを見ていく必要がある。大学の教員養成課程に
− 32 −
「道徳の教科化」に伴う大学の教員養成課程における「道徳の指導法」の改善（小笠原優子）
おいても、小・中学校指導法の改善について具体的
な視点で理解していく必要がある。
ここでは、「主体的・対話的で深い学び」への質
的改善とは、具体的な道徳の授業とかかわる指導法
の改善とは、どのように進めていけばよいのかをさ
ぐり、子供の「主体的・対話的で深い学び」を目指
す小・中学校の指導法の改善について論述する。
（1）子供の問題意識を重視した指導法
まず、主体的な学習にするためには、子供たちが
問題意識をもち学習に向かうことを重視する。「自
分ごとして考える」という言葉がよく使われるが、
子ども自らが問いを持ち、自ら考えることにより、
問いに深く向かう主体的な学習につながる。このよ
うに、教師の問いのみで子どもを動かす授業ではな
く、子ども自らが主体的に学習に取り組むことを重
視する。
子供たちが問題意識を持つためには、普段の生活
や経験の中の気付きから問題を見つけること、他教
科の学びとのかかわりから問題をつなげること、教
材で話し合う問題を浮き彫りにすること等が考えら
れる。普段の経験や体験が子供たちの問題意識につ
ながることが主体的な学習の原動力になると考えら
れるので、教師は子供たちの他教科での学びや学校
生活全体における姿をとらえておく必要がある。
そして、この問題意識は学習の導入段階で生かす
だけでなく、子供たちの問題意識をもとにした対話
的な問題追究により、深い学びにつながる。
（2）考える、議論することを重視した指導法
「主体的な学習」でも述べたように考え議論する
ことにより「対話的な学習」になり、より主体的で
深い学びにつながる。
教材のみで教えることから、話し合いや議論を通
して、自分だけの感じ方や考え方ではなく周囲の友
達と自分の感じ方や考え方を照らし合わせることに
より、自分を振り返り深い学びにつなげることがで
きる。また、読み物教材の学習においても人物への
共感にとどまらず、道徳的価値や生き方について話
し合うことを通して、新しい感じ方や考え方と出
会ったり振り返ったりすることができる。時には問
題解決的な場面を設定し話し合ったり議論したりす
ることにより、主体的で能動的な学習になり深い学
びにもつながると考える。
さらに、友達の感じ方や考え方と照らし合わせる
ことにより、自分自信を見つめる自己内対話にもつ
ながる。田沼茂紀（2017 年）は「集団思考活動と
いう他者との対話を積み重ね、もう一人の自分と語
らい合う自己内対話を促進させることで、新たな道
徳的気付きや自らの道徳課題への自覚、さらには道
徳的実践への見通しを鮮明にできる 9）」と述べてい
る。問題意識を重視し、対話的に学習することが道
徳的な深い学びにつながることを示している。
（3）‌他教科や全教育活動や地域社会との関わり
を重視した指導法
学習指導要領改訂ポイントに示されたキーワード
の「社会に開かれた教育課程」「カリキュラム・マ
ネジメントの育成」「児童生徒の発達の支援、家庭
や地域との連携・協働」について考えるとき、また
子供たちの主体的・対話的で深い学びを目指すと
き、他教科や全教育活動や地域社会との関わりを重
視した指導法が重要な要素となる。　
押谷由夫（2013 年）は、「重点目標については、
総合道徳（仮称）を計画し実行するものである。」
とし、「総合道徳とは、道徳の授業を要として関連
する教育活動や日常生活、家庭や地域での道徳学習
などと関連をもたせて、子どもたちと一緒に道徳学
習を発展させるものであり、保護者や地域の人々に
参加いただいて進める道徳教育である 10）」と提案
している。
田沼は、「道徳的な『見方・考え方』は道徳科の
みで育成されるといった狭量なものではなく、各教
科等での様々な場面を通じて行われている」とし、
「教科等横断的な視点を取り入れた道徳科授業」の
考え方を述べている。また、「パッケージ型ユニッ
トで道徳授業づくり」を提案し、「学習者である子
供一人一人が自らの道徳的価値を追究するための課
題意識を明確化し、一貫した学びを提供する 11）」
と示している。
子供たちの学びを生かすためには、教室内だけで
完結していた授業を、他教科や学校生活全体、地域
社会とのかかわりから見直していく必要がある。学
校全体の問題や全校の人の声や生き方に目を向け
る、地域社会の人の声や姿に目を向けることによ
り、様々な気付きから問題を見出すとともに、多様
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な感じ方や考え方に触れ、より広い視点に立つこと
ができる。
また、「子供たちにも開かれた教育課程」の視点
つまり子供たちの成長の姿を尊重するならば、1 時
間 1 時間で学習が完結する授業形態のほか、「子供
の学びの姿」に合わせ、「題材の内容や時間の見通
し」をもった授業構成や学習過程も取り入れるべき
であり、他教科や全教育活動や地域社会との関わり
からより広い視点を持つことができると考える。
４．‌考察－教員養成課程における道徳教育
指導法の改善について
本研究から見えてきたのは、「道徳の教科化」に
伴う道徳教育の指導法改善が求められ、大学の教育
課程の果たす役割は大きい、ということである。た
だし、履修者である大学生にとって「自分の受けた
授業が小・中学校時代の道徳の時間である」という
こと、また、その「道徳の時間の授業の経験が、道
徳教育に対するイメージとして残っている」という
ことであり、この点を踏まえた大学の教育課程改善
が必要であると考える。
「いじめの問題」等、子供たちを取り巻く環境の
中で起こっている変化と問題は予測不可能な状況の
中で日々増え続けている。このような中で、心と体
の調和のとれた人間の育成、よりよく生きるための
力の育成に向け、「道徳の教科化」の果たす役割は
大きい。また子供たちを育てる指導者になる大学生
を育成する教育課程の果たす役割は大きいといえ
る。小・中学校では、学習指導要領の改訂と「道徳
の教科化」を機に、道徳の授業における指導の他、
「全教育課程を通して」「全学校生活を通して」さら
に「地域社会の中において」の子供たちの育成をど
うすべきなのか、積極的な指導の工夫や改善が求め
られる。
大学の教員養成課程においても小・中学校の道徳
教育の指導法改善の動きをふまえ、「充実した道徳
教育の実践の基盤となる資質・能力」を修得できる
ようにするために、様々な取組を考える必要があ
る。以下内容の充実が求められている三つの面であ
る　①道徳教育の原論・歴史や哲学・倫理学などの
理論面、②学習指導要領の理解や指導案・教材の作
成と授業展開等の実践的知識・技能などの実践面、
③教育実習などの実地経験　について、考察する。
関根明伸（2013 年）は、「道徳教育に関する学問
的な原理や意義、理論について理解を深めること
は、履修者自身も道徳的な諸課題に真摯に向き合う
機会となるため、大きな意義がある。10）」とし、
「道徳そのものの教育内容についてより深く学ぶと
ともに、指導力や授業力も身に付く履修体制を整え
ることで、充実化を図ることが望まれる。」として
いる。
①道徳教育の原論・歴史や哲学・倫理学などの理
論面　については、「道徳の目的」や「道徳が果た
す役割」「身に着けさせるべき道徳性」等、原理や
意義等の理論について理解を深めたり、道徳教育の
歴史から学んだりすることができると考える。道徳
教育の歴史については、取り入れる価値のある要素
とともに誤りであるかどうかを問う視点からも学
び、変化し続ける社会状況の中で、大きな視点とな
る。
②学習指導要領の理解や指導案・教材の作成と授
業展開等の実践的知識・技能などの実践面について
は、道徳の教科化への経緯と学習指導要領について
理解し、様々な指導法や教材の活用の工夫が重要で
ある。学習指導要領の改訂に伴う、「社会に開かれ
た教育課程」「体験活動の重視、豊かな心や健やか
な体の育成」「主体的・対話的で深い学び」「カリ
キュラム・マネジメントの育成」「児童生徒の発達
の支援、家庭や地域との連携・協働」等のキーワー
ドとかかわる改善の方向性を学んだり、それに伴う
様々な指導法や教材の活用の工夫に取り組んだりす
ることを通して、「道徳教育の特質を踏まえた多様
な指導法」や「子供たちの発達段階や実態に即した
指導法」をめざすことが求められる。
③教育実習などの実地経験　については、道徳教
育の理論面や実践面の力を充実させる大きな要素と
なると考える。学校インターンシップや学校ボラン
ティア、教育実習等を通して、道徳授業や学校生活
全体における教師や子供たちの姿から学ぶことが可
能である。道徳授業を実際に行う教育実習のみなら
ず、学校とかかわる様々な機会を活用し、学びを深
めていくことができると考える。
小・中学校では、「教科」としての道徳が位置付
けられ、教科書が活用され評価が義務付けられ道徳
の時間数の確保につながり、「特別の教科　道徳」
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が学校教育課程全体の中で機能するよう改善が行わ
れる。
大学では、小・中学校の動きを踏まえ、理論、実
践、経験の三つの視点を関係づけながら道徳教育の
理念の理解とその目標に向かって実効性のある教育
課程編成と教育活動を行うことが重要と考える。
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